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中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
も
の
づ
く
り
連
携
事
業
実
行

委
員
会
は
こ
と
し
10
月
22
日
、
夢
み
な
と
タ
ワ
ー(

竹
内
団

地)

で
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ 

商
談
・
展
示
会
２
０
２
６

in
境
港
」
を
開
催
し
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

エ
ン
ト
リ
ー
企
業
を
募
集
中

エ
ン
ト
リ
ー
企
業
を
募
集
中

10月22日開催

圏域ものづくり
連携事業実行委

展
　示

商
談
会
展
　示

商
談
会

展
　示

商
談
会

展
　示

商
談
会

　
同
商
談
・
展
示
会
は
、
出

雲
か
ら
大
山
圏
域
ま
で
の

〝
も
の
づ
く
り
〟
企
業
を
は

じ
め
と
す
る
全
業
種
・
全
企

業
対
象
の
事
前
調
整
型
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業

と
し
て
実
施
す
る
も
の
。

　
ま
た
、
圏
域
外
の
発
注
企

業
の
参
加
も
広
く
受
け
入
れ

る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
創
出
を
図

り
ま
す
。

　
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
と
、
▽

販
売
・
仕
入
ル
ー
ト
拡
大
▽

共
同
開
発
▽
技
術
支
援
▽
業

務
提
携
―
な
ど
、
各
種
マ
ッ

チ
ン
グ
の
チ
ャ
ン
ス
を
提
供
。

さ
ら
に
展
示
ブ
ー
ス
を
併
設

し
、
展
示
を
必
要
と
す
る
圏

域
内
も
の
づ
く
り
関
連
の
事

業
所
向
け
に
「
無
料
」
で
ブ

ー
ス
を
提
供
し
ま
す
（
42
ブ

ー
ス
、
先
着
順
）。

　
た
だ
い
ま
、
エ
ン
ト
リ
ー

企
業
を
募
集
中
で
す
。

　
同
実
行
委
員
長
の
中
田
耕こ

う

治じ

・
境
港
商
工
会
議
所
工
業

部
会
長
は
「
境
港
ら
し
い
特

色
あ
る
水
産
加
工
業
者
な
ど

を
集
め
た
展
示
ブ
ー
ス
『
境

港
エ
リ
ア
』
も
設
置
し
ま
す
。

地
元
・
境
港
市
を
は
じ
め
、

圏
域
内
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
に
つ
な
が
る
事
業
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

多
く
の
会
員
企
業
の
エ
ン
ト

リ
ー
と
展
示
ブ
ー
ス
出
展
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
同
商
談
・
展
示
会
の
あ
ら

ま
し
は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
10
月
22
日
㈭
　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
境
港
市
は
、
国
の
交
付
金

を
活
用
し
、
市
独
自
の
「
第

２
弾 

事
業
者
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
高
騰
対
策
支
援
金
」
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
支
援
金
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
。

会
場
　
夢
み
な
と
タ
ワ
ー

(

境
港
市
竹
内
団
地)

参
加
費
　
無
料

エ
ン
ト
リ
ー
期
限
　

7
月
31

日
㈮

　
エ
ン
ト
リ
ー
方
法
な
ど
、

対
象
者
　
境
港
市
内
に
本
社

ま
た
は
本
店
と
な
る
事
業
所

を
有
す
る
中
小
企
業
者
な
ど

(

個
人
事
業
主
含
む)

給
付
額
　
▽
法
人
＝
一
律
10

万
円
▽
個
人
＝
一
律
５
万
円

(
複
数
店
舗
あ
る
場
合
も
同

様)給
付
要
件
　
次
の
①
～
⑤
を

す
べ
て
満
た
す
こ
と

①
２
０
２
５(

令
和
７)

年
４

月
か
ら
同
年
12
月
ま
で
の
任

意
の
１
カ
月
で
、
電
気
料
、

ガ
ス
代
、
燃
料
費
の
合
計
金

額
が
４
万
円
以
上
で
あ
る
こ

と
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
金

額
が
４
万
円
未
満
の
場
合
は

電
気
料
、
ガ
ス
代
、
燃
料
費
、

原
材
料
、
食
料
品
、
仕
入
物

品
、
消
耗
品
な
ど
の
合
計
額

が
25
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と 

②
法
人
の
場
合
は
直
近
事
業

年
度
分
の
売
上
高
が
１
２
０

万
円
以
上
、
個
人
の
場
合
は

２
０
２
４(

令
和
６)

年
分

の
売
上
高
が
60
万
円
以
上
あ

る
こ
と(

新
規
事
業
者
特
例

あ
り)

③
法
人
の
場
合
は
直
近
事
業

年
度
分
の
法
人
市
民
税
の
確

定
申
告
を
し
て
い
る
こ
と
。

個
人
の
場
合
は
２
０
２
４

(

令
和
６)

年
分
の
事
業
所
得

を
申
告
し
て
い
る
こ
と(

新

規
事
業
者
特
例
あ
り)

④
境
港
市
税
に
滞
納
が
な
い

こ
と 

⑤
今
後
も
事
業
を
継
続
す
る

意
思
が
あ
る
こ
と

申
請
期
限
　
２
０
２
６(

令

和
８)

年
６
月
30
日
㈫(

郵

送
の
場
合
、当
日
消
印
有
効)

　
提
出
書
類
な
ど
、
詳
し
く

は
市
水
産
商
工
課
商
工
振
興

係(

☎
47
―
１
０
５
６)

へ
。

ま
た
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(

２
次
元

コ
ー
ド
参

照)

か
ら
も

確
認
で
き
ま

す
。

詳
し
く
は
境
港
商
工
会
議
所

相
談
課(

☎
44
―
１
１
１
１)

へ
。
ま
た
、
専
用
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ(https://w

w
w

.shou
dan.info/)

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

活
発
に
商
談
す
る
参
加
企
業
＝
昨
年
10
月
23
日
、出
雲

だ
ん
だ
ん
ト
マ
ト
ア
リ
ー
ナ（
出
雲
市
総
合
体
育
館
）

　ことし４月18日・19日に境水道海岸通り(相生町ほか)で
「みなとオアシス境港大漁祭」が開催されました。
　今回で第10回を迎えた本イベントは、Sea級グルメコン
テスト境港大会をはじめ、特設ステージや鮮魚のつかみ
取り体験、港湾業務艇「はくしゅう」の境港見学ツアーな
ど、多彩な企画を実施。山陰各地のグルメや地域資源が
一堂に集まり、会場は多くの来場者でにぎわいました。
　みなとオアシス境港でも、本イベントは地域経済の活性
化や交流人口の拡大につながる重要な取り組みであると位
置づけ、関係団体と連携しながら開催を支援しています。
　港周辺エリアに多くの来訪者を呼び込むことで、観光
振興だけでなく、市内事業者のPRや新たなビジネス機会
の創出も期待されています。
　また、地元事業者による出店や地域団体の参加を通じ
て、境港ならではの魅
力や食文化を体感して
いただける内容となって
いるので、地域一体と
なった取り組みとして定
着しつつあります。
　今後も、みなとオアシ
ス境港を核とした連携
を深め、港を生かしたまちづくりと地域活性化を推進し
ていきます。
　資料提供：境港市都市整備課港湾空港対策室

境港大漁祭開催される

みなとオアシス境港の窓
み な と
オアシス

開会式に出席した皆さん

申
請
期
限
は
６
月
30
日

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
対
策
で
支
援
金

境  港  市
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•
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み
な
と
祭
前
夜
祭
は
７
月
25
日

70
周
年
企
画
を
実
施

市
制

施
行

　

境
港
市
の
夏
の
風
物
詩
「
み
な
と
祭(

本
祭)

」
の
こ
と
し

の
開
催
日
は
７
月
26
日
。
「
同
前
夜
祭
」
は
７
月
25
日
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
同
祭
の
会
場
は
、
ど
ち
ら

も
み
な
と
テ
ラ
ス(

上
道
町)

と
隣
接
す
る
境
中
央
公
園

(

上
道
町)

で
す
。
近
年
の
酷

暑
に
対
す
る
来
場
者
、
出
演

者
の
安
全
面
、
暑
さ
対
策
な

ど
か
ら
、
こ
の
２
カ
所
を
主

会
場
と
し
て
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た(

本
祭
の
記

事
は
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載)

。

　
前
夜
祭
は
、
境
港
市
が
こ

と
し
４
月
に
市
制
施
行
70
周

年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し

て
、
昼
の
部
と
夜
の
部
を
実

施
し
ま
す
。

　
前
夜
祭
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

開
催
日
　

7
月
25
日
㈯

会
場
　
み
な
と
テ
ラ
ス
・
市

民
ホ
ー
ル

内
容

昼
の
部(

午
後
１
時
30
分
～

３
時)
　
境
港
市
と
同
じ
年

に
創
業
し
、
こ
と
し
８
月
に

創
立
70
周
年
を
迎
え
る
松
竹

芸
能
㈱(

本
社
＝
大
阪
市)

と
タ
ッ
グ
を
組
み
、
人
気
お

笑
い
ト
リ
オ
「
安
田
大
サ
ー

カ
ス
」
ら
の
出
演
す
る
「
松

竹
芸
能
×
境
港
市 

Ｗ
70
周

年
お
笑
い
ラ
イ
ブ
」
を
開
催

夜
の
部(

午
後
６
時
～
７
時)

夜
の
部
は
現
在
、
内
容
を
調

整
中

み
な
と
マ
ル
シ
ェ
　
イ
ベ
ン

ト
開
催
中
は
、
恒
例
の
屋
台

や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
が
出

店
。
み
な
と
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル

内
で
飲
食
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、

涼
し
い
と
こ
ろ
で
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
し
ま

す　
イ
ベ
ン
ト
内
容
や
チ
ケ
ッ

ト
の
販
売
に
つ
い
て
は
６
月

上
旬
以
降
、
随
時
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で

お
知
ら
せ
し

て
い
き
ま
す

(

２
次
元
コ

　右山代表は、これまでWeb制作や集客支援に携わって
きた経験を生かし「地方でもITを活用すれば可能性を広げ
られる」との思いから創業しました。
　制作物を納品して終わるのではなく、集客や売上向上と
いった成果につながる支援を重視していることが特徴です。
　Web広告やGoogleビジネスプロフィールの運用、SNS戦
略の提案なども手掛け、事業者が本業に専念できる環境づ
くりを支えています。
　また、AI活用セミナーも積極的に開催。実際にAIツー
ルを操作しながら資料作成などを学ぶ実践型講座は「仕事
に活用できそう」「AIが身近になった」と好評です。
　右山代表は「AIは特
別なものではなく、暮ら
しや仕事を豊かにする
道具。地域の皆さんと
一緒に研究しながら活
用を広げていきたい」と
話します。
　６月には松江市で
「Webクリエイター交流
イベント」も開催予定で、
人と人とのつながりづく
りにも力を入れています。
　「デジタルだからこそ、実際に会って
話すことを大切にしたい。小さな困りご
とでも気軽に相談してほしい」と右山代
表。地域に寄り添いながら、新しい価
値づくりに挑戦しています。
　詳しくは、くらしのAIラボ(☎︎090-
5057-8247)まで。

Part

80企業探訪企業探訪企業探訪
デジタルの力で事業者の課題解決を支援

― くらしのAIラボ ―

地域と人をつなぐＡI活用

　くらしのAIラボ(竹内町、右
う

山
やま

信一代表)は、AIやWeb
を活用し、地域事業者の課題解決を支援するデジタルサ
ポート事業者です。ホームページ制作やSNS運用、チ
ラシ・ロゴ制作、データ分析などを通じて、地域に密着
した伴走型支援を行っています。今回の「企業探訪」は、
同社を紹介します。

セミナー参加者に語りかける
右山信一代表（左）

ー
ド
参
照)

。

　
詳
し
く
は
、
境
港
市
観
光

振
興
課(

☎
47
―
１
０
６

８)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
境
港
商
工
会
議
所
は
市
内

事
業
者
に
向
け
て
、
各
種
の

個
別
相
談
会
を
開
催
し
て
い

ま
す(

秘
密
厳
守
、
相
談
料

無
料)

。
会
場
は
い
ず
れ
も

境
港
商
工
会
議
所 

経
営
支

援
室(

上
道
町)

で
す
。

　
各
相
談
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
経
営
相
談

会
　
境
港
商
工
会
議
所
と
鳥

取
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
、

毎
月
第
２
火
曜
日
に
経
営
相

談
会
を
開
催(

開
催
日
の
２

日
前
ま
で
の
予
約
が
必
要)

。

経
営
上
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
員
は
、
鳥

取
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
す

知
財
無
料
相
談
会
　
境
港
商

工
会
議
所
は
、
毎
月
第
２
水

曜
日
に
知
財
無
料
相
談
会
を

開
催(

開
催
日
前
日
午
前
中

ま
で
の
予
約
が
必
要)

。
知

的
所
有
権
に
関
す
る
様
々
な

相
談
に
応
じ
ま
す

事
業
承
継
個
別
相
談
会
　
境

港
商
工
会
議
所
、
境
港
市
、

鳥
取
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
事
業
承

継
全
般
に
関
す
る
相
談
会
を

毎
月
第
３
木
曜
日
に
開
催
し

ま
す(

開
催
日
前
日
ま
で
の

予
約
が
必
要)

。
相
談
員
は
、

鳥
取
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ

支
援
セ
ン
タ
ー
専
門
相
談
員

で
す

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(
☎
44
―
１
１

相談会の名称

よろず支援拠点経営相談会

知財無料相談会

事業承継個別相談会

日　　　　　時

６・７月の相談会スケジュール

　

６月９日㈫・７月14日㈫ 午後１時～４時

６月10日㈬・７月８日㈬ 午後１時～４時

６月18日㈭・７月16日㈭ 午後１時～４時

　
境
港
商
工
会
議
所
参
与
で

副
会
頭
を
２
期
６
年
間
務
め

た
税税
松
本
会
計
事
務
所
代

表
社
員
の
松
本
正
福
氏
は
、

２
０
２
６
年
春
の
叙
勲
で
旭

日
単
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
松
本
氏
は
、
境
港
市
の
監

査
委
員
と
代
表
監
査
委
員

を
通
算
で
12
年
間
務
め
て

い
ま
す
。
こ
の
た
び
の
受

章
は
、
こ
う
し
た
地
方
自

治
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　
５
月
14
日
に
、
鳥
取
県

知
事
公
邸(

鳥
取
市
東
町)

で
章
記
・
勲
章
の
伝
達
式

が
あ
り
、
５
月
25
日
に
は
、

宮
中(

東
京
都
千
代
田

区)

で
天
皇
陛
下
に
拝
謁

し
ま
し
た
。

松本正福氏

旭日単光章を受章
境港市政に貢献

境港商議所
参　　　与

ホームページの
 ２次元コード

６
・
７
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

毎
月
開
催
の
各
種
個
別
相
談
会

境港商議所

前
夜
祭・昼
の
部
に
出
演
す
る
安
田
大
サ
ー
カ
ス

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
市

内
の
事
業
所
に
無
料
で
専
門

家
を
派
遣
。
経
営
に
関
わ
る

様
々
な
分
野
の
専
門
家
が
課

題
解
決
の
第
一
歩
に
向
け
、

お
手
伝
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

へ
。

１
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

経
営
課
題
解
決
に

専
門
家
を
派
遣

2



まごころ共済まごころ共済まごころ共済（自動車事故費用共済）

○死亡事故（300万円限度）、後遺障害（300万円限度）、入通院等に対応
○特約　自損事故にも対応（3万円以上の車両損害の場合に3万円支給）
　　　　対物事故にも対応（2万円以上の損害の場合に3万円支給）
○契約者が法人の場合、契約者のほか従業員さんの運転事故にも対応します。
○契約者が個人の場合、契約者のほか家族とその他 2名の運転事故にも対応します。
　※詳しくは、右記へお問い合わせください。

代理所  境港商工会議所

島根県火災共済協同組合
【お申し込み・お問い合わせ】

☎0852－21－0249
〒690－0886  松江市母衣町55－4

☎0859－44－1111
〒684－8686  境港市上道町3002

まごころ共済は、道義的責任（誠意）としてのお見舞い、供花料、通夜費用、香典料等の費用を補填します。

『自動車運転』もしあなたが人身事故を起こしたら、もし加害者になったら
大きな責任　　　　　と　　　　多額の自己負担

「自賠責保険と任意保険。それだけで十分でしょうか？」

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•

ー リンクス ー
男女共に楽しく働ける職場
男女共同参画 境港企業の取り組み男女共同参画 境港企業の取り組み シリーズ 28

　
男
女
共
同
参
画
に
取
り
組
む
境
港
企
業
を
紹
介
す
る
当

コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
㈱
リ
ン
ク
ス(

竹
内
町
、
池
田
太た

一い
ち

社

長)

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
各
種
建
築
事
業
を
展
開
す

る
同
社
は
、
20
年
以
上
前
か

ら
時
間
単
位
の
有
休
制
度
を

導
入
し
、
個
々

の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ

て
休
暇
を
取
得

し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
有

給
休
暇
推
奨
日

を
設
定
す
る
こ

と
で
休
暇
を
取

り
や
す
い
工
夫

も
行
っ
て
お
り
、

昨
年
の
有
給
休

暇
取
得
率
は
74

㌫
に
達
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
管
理

海
外
挑
戦
編

とっとり国際
ビジネスセンター

海
外
展
開
の
ス
ス
メ

動
画
で
呼
び
込
め 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

　
若
桜
町
に
あ
る
民
泊
施

設
「
泊
ま
れ
る
ギ
ャ
ラ
リ

ー
は
ち
」
で
は
近
年
、
外

国
人
観
光
客
の
姿
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
外
国
語
に
よ
る
Ｐ

Ｒ
動
画
を
制
作
し
ま
し
た
。

　
政
府
の
訪
日
客
誘
致
政
策
や
円
安
の
進
行
、
国
際
航
空

路
線
の
拡
大
な
ど
を
背
景
に
、
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
観

光
客
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
を
い
か
に
取
り
込
む
か
は
、
地
域
や
企
業
に
と
っ
て
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
県
内
の
山
間
地
域

に
あ
る
民
泊
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　
動
画
に
は
、
町
内
を
走
る

ロ
ー
カ
ル
線
や
歴
史
あ
る
街

並
み
、
地
元
の
食
文
化
や
民

芸
ア
ー
ト
な
ど
、
多
彩
な
地

域
資
源
を
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
。

　
特
に
、
Ｊ
Ｒ
鳥
取
駅
か
ら

若
桜
鉄
道
を
利
用
し
て
訪
れ

る
旅
そ
の
も
の
を
大
き
な
魅

力
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
て
、

雪
景
色
の
中
を
女
性
２
人
が

民
泊
へ
向
か
う
様
子
を
描
い

た
、
旅
情
あ
ふ
れ
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
雰

囲
気
や
体
験
価
値
が
視
覚
的

に
分
か
り
や
す
く
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

　
こ
の
動
画
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
や
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ

ｍ
で
２
月
に
公
開
し
た
と
こ

ろ
、
公
開
後
ま
も
な
く
ア
メ

リ
カ
や
タ
イ
な
ど
の
海
外
か

ら
宿
泊
予
約
が
入
る
と
い
っ

た
具
体
的
な
成
果
が
表
れ
て

い
ま
す
。

　「
写
真
撮
影
が
趣
味
で
、

日
本
な
ら
で
は
の
鉄
道
や
神

社
を
撮
影
す
る
の
が
楽
し
み

で
す
」
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト

も
寄
せ
ら
れ
、
動
画
を
通
じ

て
民
泊
施
設
へ
の
来
訪
意
欲

が
喚
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

普
及
に
よ
り
、
国
境
を
越
え

て
地
元
の
魅
力
を
発
信
で
き

る
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　
人
が
情
報
を
受
け
取
る
際

の
影
響
度
に
つ
い
て
は
「
メ

ラ
ビ
ア
ン
の
法
則
」
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
視
覚
情
報
が
55
㌫
、
聴

覚
情
報
が
38
㌫
、
言
語
情
報

職
が
率
先
し
て
短
期
間
の
育

児
休
暇
を
取
得
し
、
そ
の
後

も
男
性
社
員
が
続
く
な
ど
、

育
児
休
暇
の
取
得
促
進
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
同
社
に
は
現
場
事
務
と
し

て
働
く
女
性
社
員
も
お
り
、

小
さ
な
お
子
さ
ん
が
い
る
た

め
短
時
間
勤
務
を
選
択
し
な

が
ら
活
躍
中
で
す
。

　
資
格
面
で
は
、
多
く
の
社

員
が
一
級
建
築
施
工
管
理
技

士
や
一
級
建
設
業
経
理
士
と

い
っ
た
資
格
を
保
持
。
取
得

後
に
は
資
格
手
当
も
支
給
さ

れ
る
な
ど
、
性
別
を
問
わ
ず

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
応
援
す
る

制
度
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
社
で
は
毎
年
社

員
旅
行
を
実
施
し
、
皆
で
全

国
制
覇
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

有
志
に
よ
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
い
、

部
署
を
超
え
た
交
流
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

清
掃
や
障
が
い
者
施
設
へ
の

ケ
ー
キ
贈
呈
な
ど
、
社
会
貢

献
活
動
も
継
続
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。

「
泊
ま
れ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
ち
」を

紹
介
す
る
動
画
の
一
場
面

は
７
㌫
に
と
ど
ま
る
と

さ
れ
て
お
り
、
文
章
だ

け
で
な
く
映
像
や
音
声

を
組
み
合
わ
せ
た
発
信

の
重
要
性
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
動
画
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
よ
り
効
果
的
に
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
魅

力
を
伝
え
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。「
百

聞
は
一
見
に
如
か
ず
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

動
画
は
海
外
市
場
へ
の

有
効
な
ア
プ
ロ
ー
チ
手

段
で
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

外
国
語
に
よ
る
動
画
制
作
費

を
対
象
と
し
た
助
成
制
度

(

補
助
率
１
／
２
、
補
助
上

限
額
20
万
円)

を
設
け
て
い

　
池
田
社
長
は
「
建
設
業
は

堅
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

が
、
当
社
は
男
女
共
に
楽
し

く
働
け
る
職
場
で
す
。
ぜ
ひ
、

一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
30

―
４
３
３
０)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
境
港
商
工
会
議
所
商
業
部

会(

門
永
康
一
郎
部
会
長)

は
７
月
17
日
、「
ゼ
ロ
か
ら

分
か
る
採
用
力
向
上
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
は
▽
求
人
を

出
し
て
も
応
募
が
な
か
な
か

来
な
い
▽
会
社
の
魅
力
の
伝

え
方
が
分
か
ら
な
い
▽
採
用

は
何
か
ら
始
め
た
ら
良
い
の

か
分
か
ら
な
い
―
と
い
っ
た

悩
み
を
持
つ
皆
さ
ん
に
採
用

で
成
功
す
る
方
法
を
解
説
し

ま
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
７
月
17
日
㈮
　
午
後

２
時
～
３
時
30
分

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所 

３
階
大
ホ
ー
ル(

境
港
市
上

道
町)

内
容
　
▽
鳥
取
県
の
採
用
動

向
▽
採
用
が
う
ま
く
行
か
な

い
理
由
の
解
説
▽
お
金
を
か

け
な
い
採
用
の
三
つ
の
力
と

五
つ
の
ポ
イ
ン
ト
▽
成
功
事

例
の
紹
介

講
師
　
山
木
登
志
生
氏(

㈱

ユ
ウ
ミ 

中
国
・
九
州
支
社

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー)

対
象
　
経
営
者
、
役
員
、
採

用
担
当
者

参
加
費
　
無
料

申
込
期
限
　
７
月
10
日
㈮

　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
境
港
商
工
会
議
所
相
談
課

(

☎
44
―
１
１
１
１)

に
お

社員旅行を楽しむ皆さん＝昨年10月、福島県のリゾート施設

ま
す
。
本
制
度
を
活
用
し
、

動
画
を
通
じ
た
海
外
展
開

に
取
り
組
ん
で
み
て
は
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
鳥
取
県
は
、
中
小
企
業
や

小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ん
の

経
営
課
題
に
対
し
て
、
東
部

・
中
部
・
西
部
の
圏
域
ご
と

に
「
と
っ
と
り
企
業
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
成
し
て

支
援
し
て
い
ま
す
。

　
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
県
と

商
工
団
体
、
金
融
機
関
、
信

用
保
証
協
会
や
産
業
支
援
機

関
な
ど
、
20
の
機
関
が
連
携

・
協
力
し
て
総
合
的
か
つ
集

中
的
な
支
援
を
行
う
も
の
で

す
。

　
経
営
の
改
善
や
再
生
、
新

規
事
業
展
開
で
の
企
業
体
質

の
強
化
、
販
路
開
拓
、
起
業

・
創
業
、
事
業
承
継
な
ど
、

様
々
な
課
題
の
解
決
に
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
。

　
同
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
境

港
商
工
会
議
所
相
談
課(

☎  

44
―
１
１
１
１)

へ
。

県内20機関が連携
総合的・集中的支援

とっとり企業支援
ネット ワ ー ク

７月17日開催

採
用
力
向
上
の
方
法
を
解
説

境

　港

商
議
所

商
業
部
会
セ
ミ
ナ
ー

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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☎0859－42－2258

御相談・御用命は

酒井商店
定休日：火曜日

「家を建てることの祝福」「地域住民との交流」「みんなで福を分ける」
と言った意味合いが込められている 「もちまき」 が復活しています

餅散(散餅・散餅銭の儀)は、新築の棟上げ(上棟式)で行われる、家が無事に建ったことを祝う
日本の伝統的な神事です。屋根から餅や小銭を撒くことで厄を払い、集まった人々に福を分け
与えるという意味があります。
家を建てる際に生じる「厄災」を、餅(三種の神器の一つである鏡に見立てた)や銭を散らすこ
とで祓い、地域に富を循環させる目的で行われてきました｡

まき

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•

〝妖怪博士〞 にチャレンジを

境港商議所・境港観光協会
妖怪検定10月4日実施

　

境
港
商
工
会
議
所
と(

一
社)

境
港
観
光
協
会
は
「
第
19
回

境
港
妖
怪
検
定
」
の
実
施
日
を
こ
と
し
10
月
４
日
に
決
定
し

ま
し
た
。
受
験
申
し
込
み
期
間
は
、
８
月
15
日
か
ら
31
日
ま

で
で
す
。
会
場
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
境
港
会
場
が
境
港
商
工

会
議
所(

上
道
町)

で
、
調
布
会
場
は
調
布
市
市
民
プ
ラ
ザ
あ

く
ろ
す(

東
京
都
調
布
市)

と
な
り
ま
す
。

　
妖
怪
検
定
は
、
故
・
水
木

し
げ
る
先
生
の
妖
怪
考
察
を

通
じ
て
、
妖
怪
の
理
解
度
を

は
か
る
も
の
で
す
。

　
実
施
級
は
初
級
、
中
級
、

上
級
で
、
合
格
者
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
「
妖
怪
博
士
」
の
称

号
を
授
与
。
こ
れ
ま
で
に
初

級
３
５
４
６
人
、
中
級
５
６

４
人
、
上
級
28
人
が
合
格
し

て
い
ま
す
。

　
同
観
光
協
会
の
担
当
者
は

「
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
通
し
、
よ
り
多
く
の
境
港

フ
ァ
ン
が
増
え
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し

た
。

　
同
検
定
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

試
験
日
　
10
月
４
日
㈰

試
験
会
場
　
▽
境
港
会
場

(

初
級
、
中
級
、
上
級)

＝
境

港
商
工
会
議
所(

境
港
市
上

道
町)

▽
調
布
会
場(

初
級
、

中
級)

＝
調
布
市
市
民
プ
ラ

ザ
あ
く
ろ
す(

調
布
市)

申
込
期
間
　
８
月
15
日
㈯
～

８
月
31
日
㈪

申
込
方
法
　
▽
境
港
妖
怪
検

定
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

「
境

港
妖
怪
検
定
」
で
検
索)

の
専

用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
妖
怪
検
定
係(

☎
44
―

１
１
１
１)

ま
で
。

―
ロ
ボ
ッ
ト
で
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

　「
製
品
を
選
別
し
た
り
、

危
険
作
業
を
代
行
し
た
り
で

き
ま
す
。
コ
ン
ベ
ア
か
ら
流

れ
て
く
る
製
品
は
も
ち
ろ
ん
、

３
次
元
カ
メ
ラ
を
使
用
し
て

立
体
位
置
を
認

識
し
て
重
な
っ

て
い
る
製
品
も

掴
ん
で
仕
分
け

る
こ
と
が
で
き

ま
す
」

―
掴
む
際
の
力

の
加
減
が
気
に

な
り
ま
す
。

　「
掴
む
力
は
、

様
々
な
方
法
で

調
整
で
き
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
ハ
ン

ド
も
、
柔
ら
か
い
素
材
で
挟

む
も
の
や
エ
ア
ー
を
使
用
し

て
吸
着
す
る
も
の
な
ど
、
製

品
に
合
わ
せ
て
選
定
で
き
ま

す
」

―
導
入
の
際
は
ど
の
よ
う
な

流
れ
に
な
り
ま
す
か
。

　「
最
初
に
自
動
化
す
る
工

程
を
検
証
し
、
手
法
や
ロ
ボ

ッ
ト
な
ど
を
選
定
し
ま
す
。

そ
し
て
、
事
前
検
証
を
行
い
、

実
際
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
見

積
も
り
ま
す
。
検
証
か
ら
実

装
、
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ま

で
相
談
対
応
し
て
い
ま
す
」

―
コ
ス
ト
は
か
か
り
ま
す
か
。

　「
導
入
コ
ス
ト
は
課
題
で

す
が
、
自
社
で
で
き
る
こ
と

重なる製品を仕分けるロボット

かにまつり麺を手にする
吉岡功司社長

　

境
港
で
生
産
さ
れ
た
商
品
を
地
元
の
ど
こ
で
買
え
る
の
か

を
探
す
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
㈱
ご
っ
つ
お

神
楽
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス(

竹
内
団
地
、
吉
岡
功こ

う

司じ

社
長)

の

商
品
で
す
。

　
同
社
は「
拉
麺
屋
神
楽
」

を
始
め
と
す
る
多
く
の
ラ

ー
メ
ン
店
を
山
陰
各
地
で

展
開
し
、
そ
の
食
材
を
本

社
の
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ

ン
で
製
造
し
て
い
ま
す
。

　
吉
岡
社
長
は
「
ラ
ー
メ

ン
を
ご
ち
そ
う
に
し
た

い
」
と
の
考
え
が
信
条
。

そ
こ
で
、
地
元
の
人
た
ち
と

コ
ラ
ボ
し
た
商
品
で
地
域
の

魅
力
を
伝
え
よ
う
と
、
各
種

の
ご
当
地
ラ
ー
メ
ン
を
創
作

し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
10
月
に
は
、
㈱
門
永

水
産(

昭
和
町
、
門
永
幹み

き

朗ろ
う

社
長)

と
コ
ラ
ボ
し
た
「
か

に
ま
つ
り
麺
」
を
完
成
。
同

商
品
は
松
葉
ガ
ニ
を
原
料
と

し
た
カ
ニ
カ
マ
や
ベ
ニ
ズ
ワ

イ
ガ
ニ
の
ほ
ぐ
し
身
な
ど
を

ト
ッ
ピ
ン
グ
に
加
え
、
か
に

み
そ
や
牛
骨
の
た
れ
に
ベ
ニ

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
か
ら
抽
出
し
た

カ
ニ
油
も
入
れ
た
ま
さ
に
カ

ニ
尽
く
し
の
ま
ぜ
そ
ば
で
す
。

　
ま
た
、
千
代
む
す
び
酒
造

㈱(

大
正
町
、
岡
空
聡そ

う

社
長)

と
「
牛
骨
酒
粕
ラ
ー
メ
ン
」

を
開
発
。
日
本
酒
の
副
産
物

と
し
て
で
き
る
酒
粕
と
コ
ラ

ー
ゲ
ン
た
っ
ぷ
り
の
牛
骨
ス

ー
プ
で
マ
イ
ル
ド
な
味
わ
い

に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
米
子
城
を
テ
ー

マ
に
し
た
「
牛
骨
白
湯 

米

子
城
ラ
ー
メ
ン
」
も
完
成
さ

せ
ま
し
た
。
地
元
の
抹
茶
や

白
ネ
ギ
を
使
い
、
新
緑
の
米

子
城
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

高
校
生
と
コ
ラ
ボ
し
た
商
品

も
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
か
に
ま
つ
り
麺
は

神
楽
境
港
店
で
提
供
中
。
米

子
城
ラ
ー
メ
ン
は
米
子
市
内

の
同
社
店
舗
で
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
吉
岡
社
長
は
「
次
は
、
水

産
加
工
会
社
と
コ
ラ
ボ
し
た

境港発商品

発見

　
　
　ラ
ー
メ
ン

ご
っ
つ
お
神
楽
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

ご
当
地

創
　作 問

題
に
取
り
組
む
受
験
者

＝
昨
年
の
境
港
会
場

ラ
ー
メ
ン
の
開
発
を
い
く

つ
か
予
定
し
て
い
ま
す
。

境
港
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し

ょ
に
境
港
の
魅
力
が
詰
ま

っ
た
ラ
ー
メ
ン
を
た
く
さ

ん
作
り
、
多
く
の
人
に
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎

36
―
８
８
３
３)

に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

経
営
課
題
に
迫
る 

③

　

境
港
市
内
企
業
の
経
営
課
題
に
迫
り
ま
す
。
今
回
は
「
ロ

ボ
ッ
ト
の
導
入
」
に
つ
い
て
、(

地
独)

鳥
取
県
産
業
技
術
セ

ン
タ
ー
機
械
素
材
研
究
所
シ
ス
テ
ム
制
御
グ
ル
ー
プ(

米
子

市
日
下)

の
吉
田
裕ゆ

う

亮す
け

グ
ル
ー
プ
長
に
伺
い
ま
し
た
。

を
内
製
し
て
外
注
部
分
を
減

ら
す
こ
と
で
、
コ
ス
ト
を
削

減
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
実
装
関
連
の
人
材

育
成
も
行
っ
て
い
ま
す
」

―
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
を
考
え

て
い
る
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
何
を
す
れ
ば
良
い
か
悩

ん
で
い
る
場
合
で
も
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
現
場

に
赴
き
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
方
法

に
つ
い
て
一
緒
に
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」

　
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー

(

☎
37
―
１
８
１
１)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　(

一
社)

境
港
青
年
会
議

所
は
7
月
11
日
、
Ａ
Ｉ
×
Ｄ

Ｘ
セ
ミ
ナ
ー
「
実
践
編
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
。

日
時
　

7
月
11
日
㈯
　
午
後

３
時
～
５
時 

場
所
　
境
港
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
・
大
会
議
室(

境
港
市

上
道
町) 

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で

き
る
パ
ソ
コ
ン

参
加
費
　
２
０
０
０
円(

定

員
＝
先
着
50
人) 

申
込
方
法
　

次
の
２
次
元

コ
ー
ド
か
ら

申
し
込
み

　
詳
し
く
は
、
同
青
年
会
議

所(

☎
44
―
２
７
０
０
、
平

日
午
前
10
時
～
午
後
1
時)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

7月11日開催

境港青年会議所

ＡＩ×ＤＸ
セミナー実践編

4
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で
す
。

　
変
化
す
る
雇
用
環
境
に
対

応
す
る
一
つ
の
手
法
と
し
て
、

在
籍
型
出
向
に
よ
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
鳥
取
労
働
局

の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

２

次
元
コ
ー
ド

参
照)

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

は
、
同
労
働
局
職
業
対
策
課

(

☎
０
８
５
７
―
29
―
１
７

０
８)

へ
。

天
然
本
マ
グ
ロ
を
堪
能
し
よ
う

境
港
ま
ぐ
ろ
感
謝
祭

６
月
１４
日

　

境
港
天
然
本
マ
グ
ロ
Ｐ
Ｒ
推
進
協
議
会
は
「
境
港
ま
ぐ
ろ

感
謝
祭
」
を
６
月
14
日
に
境
漁
港(

境
港
水
産
物
地
方
卸
売

市
場
２
号
上
屋
周
辺)
で
開
催
し
ま
す
。

　

さ
か
い
み
な
と
も
っ
と
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
選
考
委
員
会(

運

営
主
体
＝(

一
社)

境
港
青
年
会
議
所)

は
、
境
港
市
内
の
企

業
・
店
舗
を
対
象
と
し
た
市
民
参
加
型
の
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ワ
ー
ド

「
さ
か
い
み
な
と
も
っ
と
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
２
６
」
を
開

催
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
、
エ
ン
ト
リ
ー
企
業
を
募
集
中
で
す
。

　
同
事
業
は
、
各
企
業
の
自

慢
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
特

設
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
無
料
で

掲
載
し
、
市
民
や
観
光
客
か

ら
の
Ｗ
ｅ
ｂ
投
票
で
「
金
賞

・
銀
賞
・
銅
賞
」
と
「
特
別
金

賞
」
を
決
定
す
る
企
画
で
す
。

　
お
金
を
か
け
ず
に
新
た
な

顧
客
層
へ
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
奮
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

　
同
事
業
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

参
加
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
　
▽

完
全
無
料
で
Ｗ
ｅ
ｂ
・
Ｓ
Ｎ

Ｓ
掲
載
＝
特
設
サ
イ
ト
に
商

品
や
店
舗
情
報
が
掲
載
さ
れ
、

市
民
・
観
光
客
へ
の
無
償
の

Ｐ
Ｒ
機
会
と
な
り
ま
す
▽
豪

華
な
特
別
金
賞(

副
賞)

を

獲
得
＝
各
部
門
の
ト
ッ
プ
に

は
、
メ
デ
ィ
ア
で
の
Ｐ
Ｒ
機

会
や
イ
ン
フ
ラ
施
設(

空
港

・
駅
な
ど)

で
の
特
設
Ｐ
Ｒ

ブ
ー
ス
展
示
な
ど
、
後
援
団

体
か
ら
の
強
力
な
宣
伝
サ
ポ

ー
ト
が
贈
ら
れ
ま
す
▽
受
賞

ロ
ゴ
で
ブ
ラ
ン
ド
力
Ｕ
Ｐ
＝

参
加
企
業
す
べ
て
に
得
票
数

に
応
じ
た
賞(

金
・
銀
・
銅)

を
授
与
。
受
賞
ロ
ゴ
や
賞
状

デ
ー
タ
は
、
商
品
パ
ッ
ケ
ー

ジ
や
店
頭
Ｐ
Ｏ
Ｐ
な
ど
で
自

由
に
活
用
で
き
ま
す
▽
目
玉

企
画
「
も
っ
得
！
フ
ラ
イ
デ

ー
」
で
金
曜
日
の
集
客
ア
ッ

プ
＝
投
票
期
間
中(

夏
休
み)

の
毎
週
金
曜
日
を
一
斉
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
デ
ー
に
設
定
。
さ

か
い
み
な
と
も
っ
と
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
公
式
特
設
サ
イ
ト

(https://sites.google.
com

/view
/sakaim

inato
m

otto2026)

の
画
面
を
提
示

し
た
来
店
客
に
割
引
や
特
典

(

大
盛
り
無
料
な
ど)

を
提

供
す
る
こ
と
で
、
金
曜
日
の

来
店
促
進
に
直
接
つ
な
げ
ま

す
※
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の

参
加
は
任
意

自慢の商品・サービスを「もっと」アピール

エントリー企業を募集中
さかいみなともっとセレクション２０２６

　
同
祭
り
は
、
境
港
を
代
表

す
る
海
の
恵
み
「
天
然
本
マ

グ
ロ
」
に
感
謝
し
、
そ
の
美

味
し
さ
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
消
費

拡
大
を
目
的
と
し
て
開
催
す

る
も
の
で
、
今
回
が
13
回
目

と
な
り
ま
す
。
昨
年
は
過
去

最
高
の
約
９
０
０
０
人
が
来

場
し
、
大
盛
況
で
し
た
。

　
本
年
も
、
天
然
本
マ
グ
ロ

の
特
価
販
売
、
各
種
マ
グ
ロ

料
理
販
売
の
ほ
か
、
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
な
ど
の
グ
ル
メ
コ
ー

ナ
ー
も
多
数
出
店
し
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ

ー
、
マ
グ
ロ
体
重
当
て
ク
イ

ズ
、
マ
グ
ロ
の
お
絵
か
き
コ

ン
テ
ス
ト
な
ど
も
実
施
。
ま

さ
に
、
マ
グ
ロ
づ
く
し
の
お

祭
り
で
す
。

　
同
感
謝
祭
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
と
お
り
。

日
時
　
６
月
14
日
㈰
　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
１
時

割
裁
人
に
よ
る
迫
力
満
点
の
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー

場
所
　
鳥
取
県
営
境
港
水
産

物
地
方
卸
売
市
場
２
号
上
屋

周
辺(

境
港
市
昭
和
町)

　
詳
し
く
は
、
同
協
議
会
事

務
局(

境
港
水
産
振
興
協
会

内
・
☎
44
―
６
６
６
８)

へ
。

　
鳥
取
労
働
局
は
、
在
籍
型

出
向
を
検
討
す
る
企
業
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　
今
、
多
く
の
企
業
の
皆
さ

ん
が
▽
採
用
し
た
く
て
も
人

が
集
ま
ら
な
い
▽
人
材
を
育

て
た
い
が
経
験
を
積
ま
せ
る

場
が
な
い
▽
育
て
た
人
材
が

新
た
な
成
長
を
求
め
て
辞
め

て
し
ま
う
―
と
い
っ
た
課
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
人
材
確
保
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
現
在
、
企
業
が
持
続

的
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に

は
、
採
用
だ
け
に
頼
ら
な
い

人
材
育
成
の
視
点
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
既
存
の
人
材

に
ど
の
よ
う
な
経
験
を
積
ま

せ
、
ど
の
よ
う
な
力
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
か
は
、
経
営
判

断
と
し
て
重
要
な
テ
ー
マ
で

す
。

　
在
籍
型
出
向
は
、
送
り
出

し
企
業
に
と
っ
て
は
、
社
員

が
他
社
で
の
実
践
を
通
じ
て
、

新
た
な
知
識
や
技
能
、
視
野

を
身
に
つ
け
、
そ
の
成
果
を

自
社
の
事
業
や
組
織
の
強
化

に
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
受
け
入
れ
企
業
に

も
、
一
時
的
な
人
材
不
足
の

解
消
や
業
務
負
担
の
軽
減
、

社
員
の
育
成
力
向
上
な
ど
の

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
「
産
業
雇
用
安
定

助
成
金(

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支

援
コ
ー
ス)

」
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
負
担
を
抑
え
な
が

ら
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
計

画
的
に
進
め
る
こ
と
が
可
能

人への投資が企業の未来つくる

在籍型出向でスキルアップを
今こそ活用したい実践型の人材育成

募
集
部
門(

ど
ん
な
業
種
で

も
参
加
可
能)

　
▽
飲
食
部

門
＝
店
内
飲
食
・
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
▽
ギ
フ

ト
部
門
＝
菓
子
、
加
工
品
な

ど
の
手
土
産
・
ギ
フ
ト
商
材

▽
サ
ー
ビ
ス
部
門
＝
理
・
美

容
室
、
体
験
サ
ー
ビ
ス
、
マ

ッ
サ
ー
ジ
店
な
ど
▽
雑
貨
部

門
＝
生
活
雑
貨
、
ア
ク
セ
サ

リ
ー
、
農
水
産
物
な
ど
の
食

料
品
な
ど

参
加
条
件
　
境
港
市
内
に
製

造
拠
点
も
し
く
は
店
舗
が
あ

る
こ
と
、
ま
た
は
境
港
市
を

ア
ピ
ー
ル
・
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

こ
と

出
品
数
　
１
企
業
に
つ
き
、

各
部
門
あ
わ
せ
て
３
商
品
ま

で
出
品
可
能

エ
ン
ト
リ
ー
期
間
　
６
月
２

日
㈫
～
６
月
30
日
㈫

エ
ン
ト
リ
ー
方
法
　
次
の
２

次
元
コ
ー
ド

を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
読

み
取
り
、
公

式
特
設
サ
イ
ト
で
詳
細
・
募

集
要
項
を
確
認
の
上
、
サ
イ

ト
内
の
エ
ン
ト
リ
ー
フ
ォ
ー

ム
か
ら
申
し
込
む

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
　
▽ 

一
般
投
票
＝
7
月
18
日
㈯
〜

８
月
31
日
㈪
▽
結
果
発
表 

＝
２
０
２
６
年
９
月
中
旬
予

定　
詳
し
く
は
、
同
青
年
会
議

所
事
務
局(

☎
44
―
２
７
０

０
・
平
日
午
前
10
時
～
午
後

1
時)
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ハタサポ
鳥　　取

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

雇
用・労
働
関
係
の
助
成
金

テ
ー
マ

　
働
き
方
改
革
サ
ポ
ー
ト
オ

フ
ィ
ス
鳥
取(

ハ
タ
サ
ポ
鳥

取
、
鳥
取
市
富
安)

は
、
鳥

取
労
働
局
と
共
催
で
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー(

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
、

参
加
無
料)

を
7
月
に
開
催

し
ま
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
。

開
催
日
時
　
▽
７
月
３
日
㈮ 

午
前
10
時
～
11
時
15
分
▽
７

月
６
日
㈪ 

午
後
２
時
～
３

時
15
分
▽
７
月
８
日
㈬ 

午

前
10
時
～
11
時
15
分
▽
７
月

10
日
㈮ 

午
後
３
時
～
４
時

15
分

テ
ー
マ
　
雇
用
・
労
働
関
係

助
成
金
の
有
効
活
用
セ
ミ
ナ

ー
～
使
え
る
支
援
策
を
紹
介

し
ま
す
！ 

賃
金
引
上
げ
に

活
用
可
能
な
助
成
金
を
中
心

に
～

申
し
込
み
方
法
　
次
の
２
次

元
コ
ー
ド
、

ま
た
は
ハ
タ

サ
ポ
鳥
取
の

公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ(

「
ハ
タ
サ
ポ
鳥
取
」

で
検
索)

の
申
し
込
み
フ
ォ

ー
ム
か
ら
申
し
込
み

　
問
い
合
わ
せ
は
、
ハ
タ
サ

ポ
鳥
取(

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
８
０
０
―
２
０
０
―
３
２

９
５)

ま
で
。
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■本　社
〒683－0805 米子市西福原9-19-15
TEL（0859）35－6560 FAX（0859）35－6599
E-mail:yosinsei@orange.ocn.ne.jp

■境港出張所
〒684－0071 境港市外江町2262-1
TEL（0859）30－4750
FAX（0859）30－4765

審査登録済
ISO　9001
ISO 14001

給排水衛生設備
空調換気設備 設計・施工・管理
給排水衛生設備
空調換気設備 設計・施工・管理

株式会社 シンセイ株式会社 シンセイ
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普
通
自
転
車
は
原
則
車
両
通
行

歩
道
通
行
可
能
な
場
合
を
紹
介
境港警察署

　
自
転
車
は
車
道
通
行
が
原

則
で
す
が
、
次
の
よ
う
な
と

き
は
、
普
通
自
転
車
は
歩
道

を
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
道
路
標
識
・
道
路
標
示
で

歩
道
を
通
行
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ
て
い
る
と
き

●
13
歳
未
満
の
人
や
70
歳
以

上
の
人
、
一
定
の
身
体
障
が

い
の
あ
る
人
が
運
転
す
る
と

き ●
車
道
の
交
通
の
状
況
で
、

自
転
車
の
通
行
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
自
転
車
が
歩

道
を
通
行
す
る
こ
と
が
や
む

を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と

き(

道
路
工
事
や
連
続
し
た

駐
車
車
両
な
ど
の
た
め
車
道

み
な
と
祭
本
祭

７
月
26
日
に
開
催

屋
内
型
夏
祭
り
で
安
心
・
安
全
に

　

み
な
と
祭
実
行
委
員
会(

事
務
局
＝(

一
社)

境
港
観
光
協

会)

は
、
第
81
回
み
な
と
祭
を
７
月
26
日
に
開
催
。
花
火
大

会
は
、
夜
８
時
か
ら
こ
れ
ま
で
通
り
境
水
道
の
弥
生
緑
地
先

か
ら
約
１
０
０
０
発
を
打
ち
上
げ
ま
す
。

　
こ
と
し
の
み
な
と
祭
は
、

は
じ
め
て
み
な
と
テ
ラ
ス

(

上
道
町)

で
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は「
涼
し
い
夏
祭
り
」

で
す
。

　
近
年
の
厳
し
い
暑
さ
の
中

で
も
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
か

ら
高
齢
の
皆
さ
ん
ま
で
、
誰

も
が
安
心
・
安
全
に
夏
祭
り

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
快
適
な
屋
内
空
間
を
活

用
し
た
新
し
い
形
の
み
な
と

祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

地
域
に
受
け
継
が
れ
る
郷
土

芸
能
を
は
じ
め
、
迫
力
あ
る

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

地
元
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
出
演

す
る
「
み
な
と
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」

な
ど
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
涼
し
い
館
内
で
ゆ
っ
た
り

と
鑑
賞
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
小
さ
な
お
子
さ
ん

連
れ
の
お
母
さ
ん
に
も
安
心

し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
も

完
備
。
さ
ら
に
、「
ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
」や「
射

的
」「
ボ
ウ
リ
ン
グ
」
な
ど
、

家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。

　
目
玉
企
画
に
は
、
夏
な
ら

で
は
の
特
別
企
画
「
お
化
け

屋
敷
」
も
開
催
。
涼
し
さ
と

恐
怖
を
同
時
に
味
わ
え
る
、

こ
こ
で
し
か
体
験
で
き
な
い

空
間
に
な
り
ま
す
。

　
み
な
と
祭
を
担
当
す
る

(

一
社)

境
港
青
年
会
議
所

の
足
立
正ま

さ

湖こ

さ
ん
は
「
こ
れ

ま
で
の
み
な
と
祭
の
魅
力
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
新
た
な

挑
戦
と
な
る
〝
屋
内
型
夏
祭

り
〟
と
し
て
、
た
く
さ
ん
の

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
一
日
と
な

る
よ
う
、
実
行
委
員
会
一
同
、

心
を
込
め
て
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
家
族
、
ご

友
人
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

の
左
側
を
通
行
す
る
こ
と
が

難
し
い
と
き
や
、
著
し
く
自

動
車
の
交
通
量
が
多
い
と
き
、

車
道
の
幅
が
狭
い
と
き
な
ど
、

通
行
す
る
と
事
故
の
危
険
が

あ
る
と
き
の
こ
と)

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

(

☎
44
―
０
１
１
０)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　(

一
社)

境
港
観
光
協
会

(

竹
内
団
地)

は
、
境
港
市
観

光
案
内
所(

大
正
町)

の
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
サ
ー
ビ
ス
を

５
月
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

前
に
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。

　
既
存
の
自
転
車(

シ
テ
ィ

サ
イ
ク
ル
、
通
称
・
マ
マ
チ

ャ
リ)

を
や
め
、
電
動
モ
ビ

リ
テ
ィ
事
業
を
推
進
す
る
ｇ

ｌ
ａ
ｆ
ｉ
ｔ
㈱(

和
歌
山
市)

製
の
電
動
サ
イ
ク
ル
・
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム(

Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｄ

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
®)

を
使
い
、

電
動
サ
イ
ク
ル(

特
定
小
型

原
動
機
付
自
転
車)

と
電
動

ア
シ
ス
ト
自
転
車
を
導
入
し

た
も
の
。

　
電
動
サ
イ
ク
ル
は
車
道
モ

ー
ド
で
時
速
20
㌖
、
歩
道
モ

ー
ド
で
時
速
６
㌖
の
切
り
替

え
式
で
、
16
歳
以
上
の
人
な

ら
運
転
免
許
な
し
で
乗
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
当
面
は
、
1
日
レ
ン
タ
ル

方
式
で
▽
電
動
サ
イ
ク
ル
＝

３
３
０
０
円(

税
込)

▽
電

動
ア
シ
ス
ト
＝
２
７
５
０
円

―
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
境
港
市
内
の
各

施
設
や
周
辺
地
域
と
の
連
携

で
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
や
観
光

コ
ー
ス
提
案
型
の
時
間
貸
し

な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
境
港
観
光
協
会
公

式
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ(

「
境
港

観
光
」
で
検
索)

で
は
、
ポ

タ
リ
ン
グ(

散
歩

の
よ
う
に
緩
や
か

に
走
る
こ
と)
の

お
す
す
め
と
し
て
、

い
く
つ
か
の
サ
イ

ク
ル
コ
ー
ス
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　
同
観
光
協
会
の

担
当
者
は
「
水
木

し
げ
る
ロ
ー
ド
は

も
と
よ
り
、
こ
れ

ま
で
あ
ま
り
紹
介

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
場
所
な

ど
を
の
ん
び
り
と
電
動
サ
イ

ク
ル
や
電
動
ア
シ
ス
ト
サ
イ

ク
ル
で
巡
り
、
境
港
の
新
た

な
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
い
、

自
分
な
り
の
映
え
ス
ポ
ッ
ト

で
写
真
を
撮
影
す
る
な
ど
、

旅
の
思
い
出
に
残
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
境
港
観
光
案

内
所(

☎
47
―
０
１
２
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

境港市観光案内所前のレンタサイクル

境港のまだ見ぬ魅力を発見する旅に

電動サイクルと電動アシスト自転車導入

レンタサイクルをリニューアル境　　港
観光協会

お
越
し
く
だ
さ
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
み
な
と
祭
実

行
委
員
会(

事
務
局
＝(

一

社)

境
港
観
光
協
会
、
☎
47

―
３
８
８
０)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

６月３日㈬ 午前　　　精神科医
６月11日㈭ 　　　午後 産業医
６月16日㈫ 午前　　　　産業医
６月18日㈭ 午前・午後 産業医
６月23日㈫ 　　　午後 産業医
６月24日㈬ 午前　　　　産業医
６月25日㈭ 　　　午後 産業医

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企業と労働者の健
康や長時間労働について個別相談を行っています。

○午前の部＝９時30分～11時30分、午後の部＝１時30分～３時30分
○米子市久米町の西部医師会館会議室で個別に相談に応じます。（無料）
○問い合わせは、西部地域産業保健センターまで。☎２２－３５７０

６月の相談日

「
普
通
自
転
車
歩
道
通
行

可
」を
示
す
道
路
標
識

　
済
生
会
境
港
総
合
病
院

(

米
川
町)

は
7
月
23
日
、健

康
保
健
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
め
ま
い
」
で
す
。

　
め
ま
い
は
、
国
内
で
約
２

５
０
万
人
が
抱
え
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
る
身
近
な
病
気

で
す
。
そ
の
原
因
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
最
も
多
い
と
さ

れ
て
い
る
耳
か
ら
来
る
め
ま

い
を
中
心
に
、
そ
の
他
の
め

ま
い
に
つ
い
て
も
同
病
院
の

小
田
直な

お

治は
る

医
師
が
詳
し
く
解

説
し
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
同
講
演
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

日
時
　
７
月
23
日
㈭
　
午
後

２
時
～
３
時(

予
約
不
要
・

参
加
費
無
料)

場
所
　
済
生
会
境
港
総
合
病

院 

２
階
会
議
室

テ
ー
マ
　
め
ま
い
の
お
話

講
師
　
小
田
直
治
医
師(

済

生
会
境
港
総
合
病
院 

耳
鼻

咽
喉
科
、
日
本
め
ま
い
平
衡

医
学
会
め
ま
い
相
談
医)

　
詳
し
く
は
、
同
病
院 

地

域
医
療
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

(

☎
42
―
５
８
０
５〔
直
通
〕)

ま
で
。

済生会境港総合病院

健康保健講座を開催

テーマは「めまい｣７月
23日

夜空に輝く大輪の花火
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労働保険事務組合

株式会社 マイオフィス
マイオフィス

〒684－0033  境港市上道町2115－3　TEL 0859－44－3780

会社の一部門としてご活用ください

あなたに代わってお仕事しますあなたに代わってお仕事します
◎社会保険の標準報酬月額の定時決定
◎労 働 保 険 料 の 年 度 更 新 手 続
◎給 料 計 算・各 帳 票 の 作 成
社会保険労務士事務所 マイオフィス 株式会社 友和・保険センター

本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓

あなたの町の
　　あなたのサポーターです

保険をお探しのお客様へ　お気軽にご相談ください
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青色申告会

青色申告会の元気企業

庭づくりに役立つ展示

　
竜
ケ
山
公
園
あ
た
り
の
住

宅
街
に
、
ふ
と
風
景
が
や
わ

ら
か
く
変
わ
る
一
角
が
あ
り

ま
す
。
洋
風
の
小
さ
な
建
物
、

手
づ
く
り
の
外
構
、
そ
し
て

色
と
り
ど
り
の
花
々
が
咲
く
、

ま
る
で
ジ
ブ
リ
映
画
の
ワ
ン

シ
ー
ン
に
迷
い
込
ん
だ
よ
う

な
そ
の
場
所
が
２
０
２
６
年

４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
こ

と
り
こ
え
ん
げ
い
て
ん
」
で

す
。

　
店
主
は
、
左
官
業
「
こ
と

り
こ
デ
ザ
イ
ン
け
ん
ち
く
」

を
営
む
阿
部
悟
さ
ん
。
以
前
、

取
材
で
訪
れ
た
と
き
、
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
い
っ
ぱ
い
に
描

か
れ
て
い
た
〝
自
然
・
モ
ノ
・

事
業
が
循
環
す
る
計
画
図
〟

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
の

図
の
中
の
「
園
芸
店
」
が
一

つ
の
形
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
阿
部
さ
ん
は
左
官
と
し
て
、

外
構
工
事
だ
け
で
な
く
、
庭

や
植
栽
の
提
案
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
洋
風
の
庭
づ

く
り
を
得
意
と
し
、
同
園
芸

店
を
訪
れ
る
と
、
そ
の
世
界

観
が
一
気
に
理
解
で
き
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
敷
地
に
、
鉢
植

え
や
地
植
え
の
植
物
が

ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
り
、
店
内
に

も
多
様
な
鉢
が
並
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
中
に
は
、
阿
部
さ

ん
が
自
ら
彫
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
手
彫
り
鉢
も
あ
り
ま
す
。

素
朴
で
温
か
く
感
じ
る
世
界

で
一
つ
だ
け
の
鉢
で
す
。

　
建
物
、
外
構
、
庭
、
そ
し

て
鉢
。
そ
れ
は
、
阿
部
さ
ん

の
頭
の
中
に
あ
る
〝
理
想
の

庭
〟
が
そ
の
ま
ま
現
実
に
写

し
出
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

　
阿
部
さ
ん
が
花
に
惹
か
れ

た
の
は
、
ご
自
身
の
体
験
か

ら
で
し
た
。阿
部
さ
ん
は「
以

前
、
心
が
疲
れ
て
い
た
と
き

に
、
花
の
色
に
救
わ
れ
た
ん

で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
花
の
色
彩
と
、
花
が
咲
き
、

種
が
落
ち
、
季
節
を
越
え
て

ま
た
咲
く
、
そ
の
繰
り
返
し

の
自
然
の
リ
ズ
ム
に
心
が
動

い
た
と
の
こ
と
。
そ
こ
か
ら

花
の
世
界
に
の
め
り
込
み
、

花
の
知
識
も
技
術
も
ど
ん
ど

ん
吸
収
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
店
に
並
ぶ
植
物
の
多
く
は
、

名
古
屋
か
ら
仕
入
れ
て
い
ま

境港青色申告会  青色ひろば

懲戒処分の「さじ加減」と正しい手順

　当コーナーでは、１回目に解雇を見据えた出口戦

略を、２回目ではパワハラの境界線を解説しました。

円満な解決が理想ですが、万が一解雇を検討せざる

を得ない局面で不可欠なのが、適正な懲戒処分の積

み重ねという実績です。

　また、適切な処分の手続きを踏むことは、会社が

正当な指導権を行使している証拠となり、不当なハ

ラスメント主張を退けるための最大の防御にもなり

ます。

　適正な処分を行うには、次の点がカギを握ります。

就業規則の根拠：規則にない理由は処分の対象外で

す。注意書には、必ず就業規則の何条に抵触するか

を記載しましょう。

適正な手続き：必ず本人の言い分を聴く「弁明の機

会」を設けてください。

相当性：重すぎないかというバランスです。まずは

軽い戒告などの処分から始めるのが基本です。

　ここで、実務でよく相談を受ける「減給」の豆知

識です。実は、労働基準法により額には厳格な制限

があります。１回の事案につき「平均賃金の１日分

の半額」まで、かつ総額が「一賃金支払期の賃金総

額の10分の１」まで。これを超える減給は、たとえ

就業規則に定めていても違法となるため要注意です。

　懲戒解雇が不当だという訴訟を起こされないため

には、会社が適正な処分を積み重ねてきたことを、

証拠をもって説明できるようにしておくことが必要

となります。

　「やるべき指導を尽くした」と言える客観的な記

録こそが、トラブルを未然に防止する唯一の道です。

　社員の問題行動を漫然と放置せず、注意書や始末

書といった証拠を積み上げましょう。

WaSay法律事務所 代表・弁護士 魚谷和世

６
月
総
会
に
ご
出
席
を

青
申
会
だ
よ
り

す
。
こ
の
地
域
で
は
あ
ま
り

見
か
け
な
い
品
種
や
、
少
し

珍
し
い
植
物
が
多
い
の
が
特

徴
で
す
。

　「
自
宅
の
庭
づ
く
り
の
参

考
に
な
る
よ
う
に
、
展
示
の

仕
方
も
工
夫
し
て
い
る
ん
で

す
」
と
話
す
阿
部
さ
ん
。
た

だ
売
る
だ
け
で
は
な
く
、
訪

れ
た
人
が
「
自
分
の
庭
の
未

　
確
定
申
告
の
際
、
一
括
し

て
納
税
す
る
負
担
を
感
じ
る

人
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
負
担
感
の
解
消
と
国
の

歳
入
を
平
準
化
す
る
制
度

(

予
定
納
税
制
度)

を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。

　
予
定
納
税
制
度
の
あ
ら
ま

し
は
、
次
の
通
り
で
す
。

予
定
納
税
の
対
象
者
　
そ
の

年
の
５
月
15
日
現
在
で
確
定

し
て
い
る
前
年
分
の
所
得
金

額
や
税
額
な
ど
を
基
に
計
算

し
た
金
額(

予
定
納
税
基
準

額)

が
15
万
円
以
上
と
な
る

納
税
者

予
定
納
税
額
の
納
付
方
法
　

予
定
納
税
基
準
額
の
３
分
の

１
の
金
額
を
第
１
期(

納
期

＝
そ
の
年
の
７
月
１
日
か
ら

７
月
31
日
ま
で)

と
第
２
期

(

納
期
＝
そ
の
年
の
11
月
１

日
か
ら
11
月
30
日
ま
で)

の

２
回
に
分
け
て
納
付
し
、
確

定
申
告
の
際
に
精
算

予
定
納
税
の
減
額
申
請
　
業

績
不
振
な
ど
で
所
得
額
が
前

年
よ
り
減
少
す
る
と
見
込
ま

れ
る
場
合
や
所
得
控
除
が
増

加
す
る
な
ど
、
税
額
が
予
定

納
税
基
準
額
よ
り
減
少
す
る

と
見
込
ま
れ
る
場
合
、
減
額

申
請
が
で
き
ま
す
　
　
　
M

　
新
年
度
が
始
ま
り
２
カ
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。
境
港
青
色

申
告
会
も
、
新
し
い
年
度
が

【事業所のあらまし】
事業所名	 ことりこえんげいてん
代 表 者	 阿部 悟（あべ・さとる）
所 在 地	 境港市三軒屋町3041-11
事業内容	 花・植木小売、園芸店
営業時間	 10：00～17：30
定 休 日	 月・火・水曜日、天気が荒れた日
T E L	 080-7931-4825

ー ことりこえんげいてん ー

来
」
を
想
像
で
き
る
よ
う
に

と
い
う
思
い
が
伝
わ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
迎
え
る
初
夏
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
あ

じ
さ
い
を
揃
え
る
予
定
と
の

こ
と
。

　
季
節
ご
と
に
表
情
を
変
え

る
店
な
の
で
、
訪
れ
る
た
び

に
新
し
い
出
会
い
が
あ
り
そ

う
で
す
。
　
　
　
　
　
　
H

北

ことりこえんげいてん

竜
ヶ
山
公
園

社員の問題行動への対処法

動
き
始
め
て
い
ま
す
。

　
６
月
23
日
㈫
に
総
会
を
開

催
し
ま
す
。
２
０
２
５
年
度

の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
や

２
０
２
６
年
度
の
事
業
計

画
・
予
算
案
な
ど
に
つ
い
て

審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

総
会
前
に
は
、
米
子
税
務
署

長
に
よ
る
税
務
研
修
会
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
の

ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
と
し
の
青
色
申
告
会
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
は
広
島
県

福
山
市
で
10
月
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
青
色
申
告
会
女
性

部
で
企
画
し
て
い
ま
し
た
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
研
修
会

を
実
現
で
き
る
よ
う
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

ご
希
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
I

税務・会計
一口メモ

予定納税制度

季
節
ご
と
に
表
情
を
変
え
る
同
店
の
前
に
立
つ
阿
部
悟
さ
ん



夢
み
な
と
タ
ワ
ー

６
月
の
イ
ベ
ン
ト

　
前
月
号
の
ク
イ
ズ
問
題
は

「
大
漁
市
場
な
か
う
ら(

竹

内
団
地)

に
設
置
さ
れ
て
い

る
石
像
・
が
い
な
鬼
太
郎
の

高
さ
は
何
㍍
で
し
ょ
う
か
」

と
い
う
も
の
で
、
正
解
は
③

の
「
７
・
７
㍍
」
で
し
た
。

賞
品
　
か
に
め
し(

炊
き
込

み
ご
飯
の
素)

当
選
者(
敬
称
略)

　
▽
安

　
先
日
、
あ
る
講
演
会
に
参

加
し
ま
し
た
。テ
ー
マ
は「
笑

い
と
人
権
」
で
、(

公
社)

鳥

取
県
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
の

岡
研け

ん

司じ

・
専
任
研
究
員
が
講

演
。
日
ご
ろ
の
「
笑
い
」
を

問
い
直
す
と
い
う
も
の
で
し

た
。
笑
い
は
健
康
に
良
い
な

ど
の
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
▽
誰

達
康
子(

中
野
町)

▽
相
川
武

司(

夕
日
ヶ
丘)

▽
花
本
礼
子

(

明
治
町)

▽
築
山
福
江(

渡

町)

▽
木
村
直(

米
川
町)

ス
ポ
ン
サ
ー
　
大
漁
市
場
な

か
う
ら(

竹
内
団
地)

ペ
ン
を
置
い
て

米子鬼太郎空港１階総合案内所では、空港を利用される皆様の旅をサポートする
各種サービスを提供しています。ご出発前やご到着後に、ぜひ気軽にご利用ください。
● 手荷物一時預かりサービス（¥700/個）
　 お客様の手荷物を空港案内所でお預かりします。※当日限り
● 手ぶら観光サービス（¥2,180～/個）
　 当日中に宿泊先（境港・米子・日吉津エリア）までお客様の荷物を配送します。
　 ※受付時間11：30まで
● とっとり空港間 輪行袋配送サービス（無料）
　 米子空港・鳥取空港間で輪行袋を配送します。県内を横断するサイクリングを
　 身軽な状態で楽しめます！　※対象：航空機で来県された皆さん
総合案内所では、このほかにも各種サービスを実施しています。 詳細は →

空港利用者向け 各種サービス拡大中！

正解と当選者

 

夢
み
な
と

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
恒
例
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
掘
り

出
し
物
が
見
つ
か
る
か
も
。

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
や
古
着
な
ど
、

何
が
出
品
さ
れ
る
か
は
お
楽

し
み
。

日
時
　
６
月
20
日
㈯
・
21
日

㈰
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所
　
１
階 

多
目
的
ホ
ー

ル
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー

料
金
　
入
場
無
料

　
詳
し
く
は
、
夢
み
な
と
タ

ワ
ー(

☎
47
―
３
８
０
０)

ま
で
。

か
を
見
下
す
▽
の
け
者
に
す

る
▽
恥
を
か
か
せ
る
▽
傷
つ

け
る
―
な
ど
、
問
題
の
あ
る

笑
い
も
存
在
し
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
笑
い
に
接
し
た
時
、

ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
ら
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。
岡
さ
ん

は
「
人
権
尊
重
の
視
点
か
ら

笑
い
の
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

問
題
の
あ
る
場
合
は
意
思
表

示
す
る
こ
と
。
そ
の
場
で
笑

わ
な
い
だ
け
で
も
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
る
こ
と
に
な
る
。
笑

い
の
ネ
タ
に
さ
れ
た
人
が
い

た
ら
味
方
に
な
る
。
そ
の
場

に
い
た
信
頼
で
き
る
人
と
話

し
合
う
こ
と
も
良
い
で
し
ょ

う
」
と
提
案
。
最
後
に
「
笑

う
時
間
は
有
限
で
す
。
誰
か

の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
つ
笑

い
よ
り
、
希
望
の
あ
る
笑
い

で
笑
え
る
生
き
方
を
し
た

い
」
と
話
す
岡
さ
ん
に
共
感

し
た
講
演
会
で
し
た
。

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

スポンサー　　㈱ごっつお神楽ホールディングス(竹内団地)

㈱ごっつお神楽ホールディングス(竹内団地)
の吉岡功司社長は「ラーメンを〇〇〇〇にし
たい」が信条です。さて、〇〇〇〇に入る言葉
は何でしょう。(ヒントは４ページ)

ハガキにクイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号、境港商工会議所ニュースについてのひと
ことを明記して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

応募締切 ６月9日㈫(当日消印有効)

① ごちそう
② 高級料理
③ まろやか

賞品 「かにまつり麺食事券」 ５名様

8

商工会議所会員を招いて

招待席

○創業のきっかけ？…「草が伸びて困っている」「庭の手入
れが大変になった」など、地域の皆さんの困りごとのお

手伝いをしたいという思いから、夫婦で草取り・草刈り

の仕事をはじめました。ご依頼いただいた場所を丁寧に

きれいにし、お客様に喜んでいただけることを何より大

切にしています。

○おすすめポイントは？…住宅の庭や空き地、駐車場、空
き家などの草取り・草刈りを中心に対応しています。手

作業による細かな草取りから、機械を使用した草刈りま

で幅広く対応し、安全第一で作業を行っています。体力

には自信があり、真夏の時期でも安心してご依頼いただ

けます。「頼んで良かった」と思っていただけるよう、丁

寧で親切な対応を心がけています。

○お客様は？…ご高齢の人や忙しいご家庭、空き家を管
理されている人など、「自分では大変になった」「なかな

か時間が取れない」といった悩みをお持ちの皆さんにご

利用いただいています。また、店舗や事務所など、会社

からのご依頼にも幅広く対応しています。

○今後の事業展開（展望）？…今後は草取り・草刈りだけ
でなく、地域の皆さんの困りごとを幅広くサポートでき

るよう取り組んでいきたいです。地域に密着し、安心し

て相談できる存在を目指してまいります。

○一言PR！…草取り・草刈り作業を夫婦で丁寧に対応し
ます。「きれいになって助かった」と喜んでいただけるよ

う、一件一件に心を込めて作業します。見積りは無料で

す。小さな困りごとでも気軽にご相談ください。

【事業所のあらまし】

代 表 者 	内田博之(うちだ・ひろゆき)

所 在 地	 境港市上道町3532-2

T E L	 090-1235-9393

営業時間	 8：30～17：30
休 業 日	 土・日曜日、祝日(電話応対可)

事業内容	 草取り・草刈り

ていねいに草取りします
インスタグラムの2次元コード

内田さんご夫婦

草取りchunchun
(ちゅんちゅん)
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